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狛
江
市
は
、
多
摩
地
域
の
東
部
に
位

置
し
、
東
は
世
田
谷
区
、
西
・
北
は
調

布
市
、
南
は
多
摩
川
を
挟
ん
で
神
奈
川

県
川
崎
市
に
隣
接
。
面
積
は
約
六
・
四

㎢
で
、
全
国
で
二
番
目
に
小
さ
い
市
で

あ
る
。
新
宿
駅
か
ら
電
車
で
二
十
数
分

と
利
便
性
が
良
い
上
、
緑
も
多
く
、
住

宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
概
況

　
狛
江
市
Ｓ
Ｃ
は
、
昭
和
五
十
三
年
に

狛
江
市
高
齢
者
事
業
団
と
し
て
設
立
し
、

㈳
狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

経
て
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
公
益
社

団
法
人
に
移
行
。
平
成
三
十
年
度
は
設

立
四
十
周
年
を
迎
え
、
盛
大
な
記
念
式

典
の
開
催
と
四
十
年
の
歩
み
を
記
録
し

た
記
念
誌
の
発
行
を
、
会
員
に
よ
る
実

行
委
員
会
方
式
で
実
現
し
た
。

会
員
増
加
率
が
都
内
ト
ッ
プ

　
平
成
三
十
年
度
の
事
業
実
績
は
会
員

数
が
六
百
二
十
九
人
、
契
約
金
額
が
約

二
億
百
十
七
万
円
︵
う
ち
労
働
者
派
遣

事
業
が
約
二
千
二
百
万
円
︶
で
あ
っ
た
。

　
特
筆
す
べ
き
点
は
、
会
員
数
が
平
成

二
十
九
年
度
か
ら
大
幅
に
伸
び
て
い
る

こ
と
で
、
前
年
度
よ
り
五
十
二
人
増
え

会
員
増
加
率
は
一
〇
・
二
％
︵
都
内
で

ト
ッ
プ
︶。三
十
年
度
は
前
年
度
よ
り
六

十
五
人
増
え
て
会
員
増
加
率
は
一
一
・

五
％
︵
都
内
で
ト
ッ
プ
︶
と
躍
進
し
て

い
る
。

　
そ
の
原
動
力
は
、
新
た
に
入
会
し
た

会
員
に
不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
、

事
務
局
で
親
身
に
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に

適
し
た
就
業
を
探
し
て
す
ぐ
に
声
掛
け

を
す
る
こ
と
、
地
区
の
組
織
か
ら
も
声

を
掛
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
︵
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
な

ど
︶
に
誘
い
、
仲
間
と
し
て
迎
え
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
既
存
の
会
員
も
、
就
業
は
も

と
よ
り
、
会
員
活
動
に
進
ん
で
参
加
し

た
く
な
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
充
実
し

た
時
間
を
共
に
過
ご
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
会
員
の
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
満

足
度
が
高
ま
り
、
身
内
や
近
所
の
知
人

を
口
コ
ミ
で
誘
う
会
員
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
考
え
方

　
狛
江
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
年
間
を
通
じ
て

活
発
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
な
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「元気な高齢者の代表として、もてなしの心を生かし、二
度とできない経験を一緒に楽しみましょう」。狛江市ＳＣは、
このような思いで「東京オリンピック・パラリンピック」
にボランティアで参加する会員を募り、18人が決定した。
活動内容は、会場周辺の観光・交通案内。「元気な会員を自
慢し、海外にもシルバー人材センターをアピールしたい」。
そんな意気込みもあるという。

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

公
益
社
団
法
人

狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（東

京
都
）
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ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
公
益
社

団
法
人
の
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
地

域
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
セ
ン

タ
ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
と
捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
集
ま
っ

て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
員
同

士
の
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が
い
を
創
出

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　
池
田
あ
け
み
常
務
理
事
兼
事
務
局
長

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
せ
っ
か
く
入
会
し
た
会
員
に
、
狛

江
市
Ｓ
Ｃ
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ

て
も
ら
い
た
い
。
就
業
に
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
、
体

験
を
通
し
て
〝
共
働
・
共
助
〟
を
実
感

し
、
仲
間
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
の

喜
び
も
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
会
員
の
仲

間
意
識
を
高
め
る
よ
う
に
、
地
区
役
員

や
職
員
を
通
じ
て
声
掛
け
を
し
て
、
石

黑
實
会
長
が
率
先
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
参
加
し
、
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
自
慢
は
、
会
長

を
ト
ッ
プ
に
し
た
組
織
体
制
が
き
ち
ん

と
で
き
て
い
る
こ
と
。
市
内
を
五
地
区

に
分
け
て
、
地
区
ご
と
に
中
長
期
計
画

を
策
定
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

も
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す

る
う
ち
に
会
員
の
参
画
意
識
が
高
ま
り
、

活
動
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
て
会
員
数

が
伸
び
て
い
き
ま
し
た
」。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
次
の
二
種

類
が
あ
る
︵
カ
ッ
コ
内
は
平
成
三
十
年

度
の
参
加
会
員
数
︶。

①
全
会
員
に
周
知
し
て
行
う
も
の

●
「
多
摩
川
統
一
清
掃
」四
月
実
施︵
四

十
四
人
︶

●
「
狛
江
市
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
一
月

実
施
︵
二
十
五
人
︶

●
「
年
末
狛
江
駅
周
辺
清
掃
活
動
」
年

末
実
施
︵
六
十
一
人
︶

②
地
区
ご
と
に
行
う
も
の

五
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
年
三
～
十
二
回
、

清
掃
な
ど
の
活
動
を
実
施

会
員
が
輝
け
る
よ
う
な

楽
し
み
方
を
考
え
る

　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
き

は
、
準
備
や
片
付
け
な
ど
を
手
伝
う
会

員
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
募
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
狛
江

市
の
夏
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
狛
江
古
代

カ
ッ
プ
多
摩
川
い
か
だ
レ
ー
ス
」
に
は
、

会
員
百
人
ほ
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関

わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
手
作
り
の
い
か

だ
で
多
摩
川
を
下
っ
て
、
タ
イ
ム
や
い

か
だ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
競
う
も
の
。

市
内
外
か
ら
九
十
チ
ー
ム
前
後
が
参
加

す
る
。

　
狛
江
市
Ｓ
Ｃ
も
、
も
の
づ
く
り
が
得

意
な
会
員
が
い
か
だ
を
手
作
り
し
て
い

る
。
タ
イ
ム
で
は
な
か
な
か
勝
て
な
い

た
め
、
デ
ザ
イ
ン
や
ア
イ
デ
ア
で
勝
負

し
て
観
客
に
注
目
し
て
も
ら
い
、
セ
ン

タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
と
大
会
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
を
狙
っ
て
参
加
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
令
和
元
年
の
大
会
で
は
、
石
黑
会
長

率
い
る
「
元
気
号
」
と
、
浅
沼
洋
子
副

狛江市ＳＣのボランティア活動には、全会員に周知して行うもの（写
真上は「多摩川統一清掃」）と、地区ごとに行うものがある
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会
長
と
池
田
事
務
局
長
ら
女
性
が
乗
る

「
和な
ご
み

号
」
の
二
艇
が
参
戦
。「
元
気
号
」

は
、
漕こ

ぎ
手
が
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
・
ク
イ

ー
ン
の
メ
ン
バ
ー
に
扮
装
し
、
い
か
だ

を
ス
テ
ー
ジ
に
見
立
て
て
、
紙
な
ど
で

作
っ
た
楽
器
を
搭
載
し
て
音
楽
に
合
わ

せ
て
進
ん
だ
。
一
方
、「
和
号
」
の
い
か

だ
は
花
火
に
見
立
て
た
装
飾
を
施
し
、

ベ
イ
・
シ
テ
ィ
・
ロ
ー
ラ
ー
ズ
の
曲
に

合
わ
せ
て
登
場
し
た
。

　
さ
ら
に
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
含
む
応

援
団
、
い
か
だ
の
搬
入
や
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
の
準
備
を
す
る
係
な
ど
、
総
勢
百
人

ほ
ど
の
会
員
が
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
た
。

　
「
ク
イ
ー
ン
の
楽
器
は
紙
製
で
す
が
、

本
物
の
よ
う
な
精
巧
な
作
り
で
す
。
応

援
団
に
は
七
十
代
、
八
十
代
の
チ
ア
ガ

ー
ル
も
い
て
、
元
気
に
声
援
を
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
」
と
池
田
事
務
局
長
は
会

員
を
誇
る
。

　
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
「
同
じ
や
る

な
ら
、
よ
り
楽
し
も
う
」
と
企
画
か
ら

注
力
し
、「
会
員
が
輝
け
る
、
ス
タ
ー
に

な
れ
る
よ
う
な
楽
し
み
方
を
追
求
し
ま

す
」
と
池
田
事
務
局
長
。
会
員
に
は
、

「
今
日
が
一
番
若
い
ん
で
す
よ
。
思
い

切
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛

け
て
、
は
じ
け
る
よ
う
な
時
間
を
会
員
、

役
員
、
職
員
が
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る

と
い
う
。

　
ほ
か
に
も
「
こ
ま
え
桜
ま
つ
り
」「
市

民
ま
つ
り
」、各
地
区
の
盆
踊
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。

　
平
成
三
十
年
度
に
開
催
し
た
同
セ
ン

タ
ー
の
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典
で
は
、

多
数
の
会
員
が
、
モ
ダ
ン
な
創
作
ダ
ン

ス
を
披
露
し
た
。

オ
リ
・
パ
ラ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

チ
ー
ム
と
し
て
申
し
込
む

　
来
年
開
催
さ
れ
る
「
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
も
、「
二
度
と
経
験
で
き
な

い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
仲
間
と
一
緒
に
参

加
し
よ
う
。
狛
江
市
Ｓ
Ｃ
で
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
」
と
平
成
三
十
年
十
二
月
発

行
の
「
事
務
局
通
信
」
で
周
知
し
て
、

参
加
会
員
を
募
っ
た
。

　
狛
江
市
Ｓ
Ｃ
と
し
て
チ
ー
ム
を
作
っ

て
参
加
す
る
も
の
で
、
申
し
込
み
は
事

務
局
で
取
り
ま
と
め
、
職
員
も
一
緒
に

狛江市ＳＣは、「狛江古代カップ多摩川いかだレース」に 2艇の手作りい
かだで参戦。写真は、ステージに見立てたいかだに、クイーンに扮した
メンバーが乗り込み、観客の目を引き付けた「元気号」

写
真
左
は
、
い
か
だ
に
搭
載
す
る
楽

器
を
製
作
し
た
会
員
と
、
池
田
あ
け

み
事
務
局
長
（
右
）。写
真
下
は
、
大

盛
り
上
が
り
の
応
援
団
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参
加
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
人
で
参
加
す
る
勇
気
は
な
か
っ
た
け

れ
ど
セ
ン
タ
ー
の
み
ん
な
と
一
緒
な
ら

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
会
員
か
ら
応
募

が
あ
り
、
十
八
人
の
参
加
が
決
定
。
今

年
三
月
に
は
、
参
加
会
員
と
大
会
主
催

者
側
と
の
面
接
が
行
わ
れ
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
が
通
い
や

す
い
武
蔵
野
地
域
周
辺
の
会
場
で
の
活

動
を
希
望
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
時
間
は
一
日
当
た
り
五
時
間
、

全
五
日
間
程
度
︵
連
続
し
て
い
な
く
て

も
可
︶。活
動
内
容
は
、
会
場
周
辺
の
観

光
・
交
通
案
内
と
い
う
。

　
池
田
事
務
局
長
は
「
八
十
代
の
会
員

も
参
加
し
ま
す
。
こ
ん
な
年
齢
で
も
で

き
る
か
し
ら
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
緒
に
や
れ
ば
で
き
ま
す
。
元
気
な
高

齢
者
の
代
表
と
し
て
、
活
動
す
る
こ
と

を
楽
し
み
な
が
ら
、
お
も
て
な
し
の
心

で
訪
れ
る
人
た
ち
を
迎
え
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
外
に
向
か
っ
て
は
、
元
気

な
会
員
を
自
慢
し
た
い
。
海
外
か
ら
訪

れ
る
人
た
ち
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
話
す
。

人
生
に
花
を
咲
か
せ
た
い

　
会
員
に
よ
る
活
動
が
活
発
に
な
る
中
、

狛
江
市
内
に
あ
る
慈
恵
第
三
看
護
専
門

学
校
か
ら
、
学
校
祭
で
行
う
学
生
の
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
を
会
員
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
願
い
し
た
い
と
い
う

依
頼
が
あ
り
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
、
新
た
な
活
動
が
加
わ
っ
た
。

　
池
田
事
務
局
長
は
「
学
生
が
相
手
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
し
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
コ

ラ
ボ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
夢
が
広

が
り
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

「
会
員
の
平
均
年
齢
は
七
十
四
・
九
歳

と
高
く
、
プ
ラ
チ
ナ
会
員
制
度
も
導
入

し
て
、
生
涯
仲
間
で
い
ら
れ
る
組
織
と

な
っ
て
い
ま
す
。
八
十
八
歳
で
入
会
す

る
人
も
い
ま
す
し
、
九
十
八
歳
で
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
会

員
も
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
仕

事
を
提
供
す
る
こ
と
が
安
全
就
業
に
つ

な
が
る
の
で
、
生
き
が
い
就
業
と
な
る

よ
う
に
会
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
今

後
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
っ

て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

〝
生
涯
現
役
〟
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
し
て
、
さ
ら
に
会
員
を
増
や
し
、
明

る
く
楽
し
い
元
気
な
組
織
運
営
に
努
め

ま
す
」
と
ま
と
め
た
。

　
ま
た
、
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
分

野
や
豊
か
な
経
験
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

「
そ
の
宝
を
ど
う
引
き
出
し
、
輝
か
せ

る
か
。
一
人
一
人
の
人
生
に
花
を
咲
か

せ
る
、
セ
ン
タ
ー
は
お
そ
ら
く
そ
の
最

後
の
機
会
を
握
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
職
員
に
は
責
任
が
あ
り
ま
す
。
重

責
で
す
が
、
プ
ロ
と
し
て
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
」
と
、
会
員
を
支
え
る
覚
悟

と
抱
負
を
明
る
い
表
情
で
語
っ
た
。

︵
増
山
美
智
子
︶

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
会
員
を
募
っ
た
、

狛
江
市
Ｓ
Ｃ
の
「
事
務
局
通
信
」

事業運営状況 （平成₂₆年度～平成₃₀年度）

年度 会 員 数 粗入
会率

就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平₂₆ ₃₅₄ ₁₅₃ ₅₀₇ ₂.₂ ₄₈₆
（₅₁,₅₈₄） ₉₅.₉ ₂,₈₄₅ ₁₇₅,₁₆₈ ₂₅.₇/₇₄.₃

₂₇ ₃₆₀ ₁₅₁ ₅₁₁ ₂.₂ ₄₇₈
（₅₂,₂₇₃） ₉₃.₅ ₂,₈₄₇ ₁₇₆,₅₂₇ ₂₄.₈/₇₅.₂

₂₈ ₃₄₇ ₁₆₅ ₅₁₂ ₂.₂ ₄₇₄
（₅₁,₅₃₄） ₉₂.₆ ₂,₆₉₅ ₁₇₇,₈₂₃ ₂₇.₀/₇₃.₀

₂₉ ₃₇₅ ₁₈₉ ₅₆₄ ₂.₄ ₅₀₃
（₅₄,₁₃₃） ₈₉.₂ ₂,₆₆₉ ₁₉₄,₂₇₁ ₂₆.₈/₇₃.₂

₃₀ ₄₀₈ ₂₂₁ ₆₂₉ ₂.₆ ₅₃₂
（₅₆,₆₀₆） ₈₄.₆ ₂,₄₆₂ ₂₀₁,₁₆₇ ₂₅.₈/₇₄.₂

※平成₂₈年度以降の受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成₂₉年度まで請負・委任、₃₀年度は請負・委任と労働者派遣事業が対象


